
 

  

 

 

私は、今後も市民目線での判断を大切に、良識ある堅実

な市政運営を求めてまいります。 

 

  

 

安全で魅力のあるまちをつくる 
信頼できる地域自治を確立する 
●老朽化した公共施設を解体撤去して広場とし、災害対応の拠点と 

なり、地域情報化に対応できる新庁舎の整備 

●災害発生時における避難誘導体制等の整備、現場対応力の強化 

●高い専門性と柔軟な対応能力を備えた行政組織の確立 

●地域コミュニティや NPO等との協働の推進  

健康を守り、老いても住み慣れた 
地域で暮らせるまちをつくる 
●感染症から生命を守る保健衛生と医療体制の整備 

●認知症の予防や症状軽減、取り巻く人たちの理解の促進 

●障がいや難病を持つ人へのサポート体制の拡充、働ける場の拡大 

●タバコによる健康被害の防止・受動喫煙対策の拡充 

●介護サービスの整備、地域における医療と介護の連携強化の推進 

子育て・子育ちを支える 
まちをつくる 
●妊娠～子育て、切れ目のない医療・保健等のサポート体制の整備 

●様々な子どもたちを包摂し、成長を支える教育の推進 

●児童虐待を防ぎ、子どもたちの命と心を守る体制の充実 

●災害に強く、バリアフリーで安全快適な教育環境の整備 

●子どもたちの成長を支える人材確保、育成の支援、体制の充実 

  

誰ひとり取り残されない 
まちをつくる 
●「違い」が尊重され、すべての人が包摂されるまちの整備 

●長期化するひきこもりや孤独・孤立に対する支援、経済的困窮か 

らの自立支援等の強化 

●差別、ハラスメント、DV等に脅かされる人を支える体制の整備 

●在住の外国人・児童生徒に対する日本語学習等の支援体制の整備 

  

 

 

今、日本では、長く続く新型コロナウイルス感染症やロ

シアによるウクライナへの軍事進攻とともに、エネルギー

や資材コストをはじめとする物価の上昇、そして実質賃金

の切り下げなどにより、大変厳しい社会・経済状況にあり

ます。また、枚方市における人口減少も確実に進行してい

ます。 

そこで、まずは今、このまちで暮らしている人たちの暮

らしの安全・安心をしっかり支えるとともに、50 年先、

100 年先を見据えて、持続可能なまちづくりを進めなく

てはなりません。そして、市民の皆さまからお預かりする

税等は、大切に、「賢く」使わなければならないと考えてい

ます。 
 

しかし、現在の市政は、枚方市役所周辺の広くて貴重な

市有財産を売却して民間開発事業者にタワーマンション

建設等の開発をさせ、さらに数百億円もの巨費を投じて、

疑問だらけの事業を行おうとしています。 

 私は、今後も市民目線での判断を大切に、良識ある

堅実な市政運営を求めてまいります。 

私は、2019年 4月、皆さまのご支援により、枚方市議

会議員に初当選させていただきました。そして、この間、

すべての人々が、明日につながる「今」を輝いて生きてい

けるまち、安心して暮らせるまちを実現するため、全力で

議員活動に取り組んでまいりました。 
 

 私は、議員の役割を「社会の状況や市民の声を踏まえ、

行政（枚方市）に対して様々な施策や事業を適切に行うこ

とを求めること」だと考えています。 

そして具体的には、在宅医療・介護連携の促進、妊産婦

の支援、「子育ち」の支援、まちの安全・安心を守ることを

重点的な課題とし、それらを支える「信頼される行政」の

確立をめざしています。 

ところが、この間は、新型コロナウイルス感染症が拡大

し、その対策に追われたのが実情です。また、莫大な財源

を使い、大阪府の土地に枚方市役所を建替え移転しよう

とする事業が強引に進められましたが、それらの課題に

対しても、市民の利益を守る立場で向き合ってきました。 
 

まだまだ、取り組めていない課題があります。皆さまの

ご意見・ご要望を大切に、引き続き、全力を尽くします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

枚方市議会議員 


